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市
で
は
、
今
後
更
に
国
際
化
す
る
社
会

に
生
き
る
児
童
生
徒
の
国
際
性
を
培
う
た

め
、
次
の
よ
う
な
国
際
理
解
教
育
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、「
外
国
人
語
学
指
導
助
手

（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
導
入
事
業
」
で
す
。
市
内
全

て
の
中
学
校
に
各
１
人
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
配
置

し
、
英
語
の
時
間
で
は
、
生
の
英
語
で
授

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
週
に
一
回
程

度
小
学
校
に
出
向
き
、「
総
合
的
な
学
習
の

時
間
」
な
ど
で
英
語
に
慣
れ
親
し
む
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
様
々
な
学
校
生
活
の

中
で
、
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
国
際
理
解
・
交

流
の
重
要
な
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、「
八
潮
市
中
学
生
海
外
派
遣

事
業
」で
す
。
平
成
２
年
度
か
ら
始
ま
り
、

今
ま
で
に
２
７
５
人
の
生
徒
が
派
遣
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
度
は
第　

回
を
迎
え
、　

１５

１７

人
の
生
徒
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
い
て
、

こ� こ� 

ち� ち� 

ら� ら� 

　

八
幡
・
八
條
図
書
館
所
蔵
の
新
刊
資
料

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

●
一
般
書

・「 
庭 
の 
桜 
、 
隣 
の 
犬 
」 
 
角  
田 　
 
光  
代 
著

に
わ 

さ
く
ら 

と
な
り 

い
ぬ 

か
く 

た 

み
つ 

よ

・「
ナ
ラ
・
レ
ポ
ー
ト
」 
 
津  
島 　
 
祐  
子 
著

つ 

し
ま 

ゆ
う 

こ

●
児
童
書

・「 
雪 
む
か
え
の 
村 
」 

 
西  
村 　
 
繁  
男 
絵

ゆ
き 

む
ら 

に
し 
む
ら 

し
げ 

お

・「
ビ
ュ
ン
ビ
ュ
ン
き
し
ゃ
を
ぬ
く
」

 

バ
ー
ジ
ニ
ア
・
リ
ー
・
バ
ー
ト
ン
絵

・「
お
へ
や
の
な
か
の
お
と
の
ほ
ん
」

 

レ
ナ
ー
ド
・
ワ
イ
ズ
ガ
ー
ド
絵

　

月
・　

月
の
催
し

１１

１２

●
八
幡
図
書
館

①
お
は
な
し
会

幼
児
向
け
（
毎
週
火
曜
日
、
午
前　

時
〜
）

１１

・
ク
リ
ス
マ
ス
会　
　

月　

日

１２

２１

小
学
生
向
け
（
毎
週
火
曜
日
、
午
後
３
時

　

分
〜
）

３０・
ク
リ
ス
マ
ス
会　
　

月　

日

１２

２１

●
八
條
図
書
館

①
お
は
な
し
会

幼
児
向
け
（
毎
週
木
曜
日
、
午
前　

時
〜
）

１１

・
ク
リ
ス
マ
ス
会　
　

月　

日

１２

１６

小
学
生
向
け
（
毎
週
金
曜
日
、
午
後
３
時

　

分
〜
）

３０・
ク
リ
ス
マ
ス
会　
　

月　

日

１２

１７

②
映
画
会　

午
前　

時
〜
・
午
後
２
時
〜

１１

（
開
催
日
・
内
容
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
）

③
朗
読
会　
　

月　

日
�
・　

月　

日
�
、

１１

２１

１２

１９

午
後
２
時
〜

　

月　

日
�
・　

月　

日
�
、
午
後
５
時

１１

２４

１２

２２

　

分
〜

３０④
科
学
遊
び　
　

月　

日
�
・　

月　

日

１１

２６

１２

２４

�
、
午
後
３
時　

分
〜

３０

（
注
）
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

◆
休
館
日
の
お
知
ら
せ

八
幡
・
八
條
図
書
館　
　

月　

日
�
・　

１１

３０

１２

月　

日
�
〜　

日
�

２８

３１

　

「
リ
ー
ス
契
約
」
と
い
う
名
で
、
消
費

者
に
契
約
を
さ
せ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
増
加
し

て
い
ま
す
。「
リ
ー
ス
契
約
は
解
約
で
き 

な
い
！
」な
ど
と
言
う
業
者
が
い
ま
す
が
、

消
費
者
と
し
て
の
契
約
で
あ
れ
ば
権
利
を

行
使
で
き
ま
す
。　

（
相
談
事
例
）

　

３
日
前
、
業
者
が
自
宅
に
来
て
、
妻
に

「
電
話
機
の
交
換
に
来
ま
し
た
。
電
話
機

を
見
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
た
そ
う
で

す
。
そ
し
て
、
電
話
機
の
底
を
見
て
、「
リ

ー
ス
契
約
を
し
て
か
ら
大
分
た
っ
た
の
で
、

新
し
い
電
話
機
と
交
換
し
ま
し
ょ
う
。
毎

月
の
リ
ー
ス
料
は
安
く
な
り
ま
す
。
契
約

書
を
作
成
し
ま
す
か
ら
、
お
店
の
ゴ
ム
印

を
出
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
、
妻
は

私
が
以
前
経
営
し
て
い
た
店
の
名
前
で
、

リ
ー
ス
契
約
を
申
し
込
ん
で
し
ま
い
ま
し

た
。
業
者
は
今
ま
で
の
電
話
機
を
持
ち
去

り
、
新
た
に
電
話
機
を
設
置
し
て
い
き
ま

い
て
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
主
張
で
き
ま

す
。

　

今
回
の
相
談
で
は
、
相
談
者
が
、
契
約

日
に
リ
ー
ス
会
社
か
ら
あ
っ
た
確
認
の
電

話
に
対
し
て
、「
契
約
を
す
る
意
思
は
な

い
」
と
は
っ
き
り
申
し
出
た
こ
と
か
ら
、

リ
ー
ス
契
約
は
不
成
立
に
な
り
ま
し
た
。　

　

こ
の
た
め
、
業
者
は
電
話
機
の
代
金
等

を
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
電

話
機
の
買
取
り
を
迫
り
ま
し
た
が
、
相
談

者
は
、
助
言
に
よ
り
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

に
基
づ
く
原
状
回
復
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
形
式
的
に
事
業
者
名
で

契
約
を
し
た
場
合
で
も
、
消
費
者
と
し
て

権
利
を
行
使
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
、
早
め
に
最

寄
り
の
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■問
 

商
工
振
興
課
�
◯内
 

３
３
６
、
県
消
費
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
春
日
部
�
０
４
８
＝
７

３
４
＝
０
９
９
９

し
た
。

　

契
約
書
を
確
認
す
る
と
、
確
か
に
毎
月

の
支
払
額
は
現
在
よ
り
安
く
な
り
ま
す
が
、

総
額
で
は
大
幅
に
高
額
に
な
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
業
者
に
「
話
が

違
う
か
ら
解
約
す
る
」
と
伝
え
る
と
、「
リ

ー
ス
契
約
は
中
途
解
約
で
き
ま
せ
ん
」
と

言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
、

リ
ー
ス
料
を
支
払
い
続
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
現
在
、会
社
員
で
す
。
電
話
機
は
、

店
を
経
営
し
て
い
た
時
に
、
別
の
業
者
と

の
リ
ー
ス
契
約
に
よ
り
借
り
ま
し
た
。

（
お
答
え
し
ま
す
）

　

①
契
約
日
は
相
談
日
の
３
日
前
で
あ
り
、

②
相
談
者
が
要
請
し
て
い
な
い
の
に
、
業

者
が
自
宅
に
来
て
契
約
に
至
っ
た
、
③
名

称
は
「
リ
ー
ス
契
約
」
で
あ
っ
て
も
実
態

は
「
賃
貸
借
契
約
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
特
定
商
取
引
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ

　

災
害
時
の
緊
急
連
絡
手
段
の 

「
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
」
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
「
１
７

１
」
は
、
地
震
や
豪
雨
な
ど
の
災

害
発
生
に
よ
り
、
被
災
地
等
へ
の
安
否
確

認
等
の
電
話
が
殺
到
し
て
電
話
が
か
か
り

に
く
い
状
態
に
な
っ
た
時
に
、
自
宅
の
電

話
番
号
等
を
キ
ー
に
し
て
安
否
確
認
等
の

伝
言
を
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
セ
ン
タ
ー

で
預
か
り
、
伝
言
の
録
音
お
よ
び
再
生
に

よ
り
被
災
地
内
の
家
族
や
親
類
、
知
人
等

と
の
連
絡
を
可
能
に
す
る「
声
の
伝
言
板
」

サ
ー
ビ
ス
で
す
。
震
度
６
弱
以
上
の
地
震

発
生
時
、
お
よ
び
地
震
・
噴
火
等
の
発
生

に
よ
り
、
被
災
地
へ
向
か
う
安
否
確
認
の

た
め
の
通
話
等
が
増
加
し
、
通
話
が
つ
な

が
り
に
く
い
状
況
に
な
っ
た
場
合
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
側
で
速
や
か
に
利
用
可
能
と
し
ま
す
。

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル「
１
７
１
」を
ご
存
じ
で
す
か
？

�
国
際
社
会
に
生
き
る
児
童
生

徒
の
育
成
を
め
ざ
し
て
�

〜 
国 
際 
理 
解 
教 
育 
の 
推 
進 
〜

利
用
方
法
に
つ
い
て

　

伝
言
登
録
・
再
生
の
利
用
可
能
な
電
話

は
、
一
般
電
話
、
公
衆
電
話
、
携
帯
電
話

・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
等
か
ら
利
用
で
き
ま
す
。
局
番

な
し
の
「
１
７
１
」
を
ダ
イ
ヤ
ル

し
、
利
用
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
っ
て
、

被
災
地
の
方
の
自
宅
の
電
話
番
号
を

使
っ
て
伝
言
の
録
音
・
再
生
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
利
用
に
あ
た
っ
て

は
、
事
前
の
契
約
は
不
要
で
す
が
、

伝
言
の
録
音
・
再
生
時
の
通
話
料
は

必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、伝
言
録

音
時
間
は
、１
伝
言
当
た
り　

秒
以

３０

内
で
、保
存
期
間
は
録
音
し
て
か
ら

２
日
間
（　

時
間
）
で
す
。

４８

　

な
お
、こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の

開
始
、登
録
で
き
る
電
話
番
号
な
ど

運
用
方
法
・
提
供
条
件
に
つ
い
て

は
、状
況
に
応
じ
て
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
設
定

し
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
等
を
通
じ
て
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

■問
 

交
通
防
災
課
�
◯内
 

３
０
５
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

日
本
埼
玉
支
店
�
０
１
２
０
＝
８
８
２
＝

９
９
１

現
地
生
徒
と
の
交
流
会
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

な
ど
を
行
い
、
文
化
交
流
や
積
極
的
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

三
つ
目
は
、「
八
潮
市
英
語
弁
論
大
会
」

で
す
。
今
年
度
も
各
中
学
校
２
〜
３
人
の

生
徒
お
よ
び
市
内
県
立
高
校
生
４
人
の
計

　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
学
校
生
活
の
こ

１８と
や
将
来
の
夢
に
つ
い
て
、
英
語
で
素
晴

ら
し
い
ス
ピ
ー
チ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

感
受
性
豊
か
な
小
中
学
生
の
時
期
に
、

外
国
の
方
と
直
接
会
話
を
し
、
外
国
の
文

化
伝
統
に
肌
で
触
れ
、
驚
き
や
感
動
を
抱

生� 税� 生� 税� 
　　　　　　大規模な道づくり　　　　　　
　市では、市民皆さんの利便性の向上と交通の円滑化を図るた
め、現在２カ所で幹線道路の整備を進めています。
　１カ所目は、本市の垳地区と足立区の六木三丁目を結ぶ都市
計画道路の垳三郷線で、幅員１６.０～２４.５メートル、延長１１１.２メ
ートルの区間を平成１７年秋のつくばエクスプレス開業に合わせ
た完成を目指して整備を進めています。また、この区間では、
足立区と共同して垳川に新しく橋を架ける工事も進めています。
この道路が完成すると、八潮駅と足立区との利便性が飛躍的に
向上することが期待されます。
　もう１カ所は、大字二丁目地区（鶴ヶ曽根・二丁目土地区画
整理事業地区界）から共和橋西詰交差点までを結ぶ都市計画道
路の柳之宮木曽根線で、幅員１２.０～１５.５メートル､延長１９２.７メー
トルの区間を整備しました。今まで整備中であった区間が完了
したことで､スムーズな交通が確保されることとなります。
　この２カ所の総事業費は、１３億６,８２５万５千円ですが、国庫補
助金や足立区の負担金を除くと市費は６億９,５８６万３千円となり、

く
こ
と
が
国
際
理
解
・
国
際
交
流
の
基
礎

を
養
う
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
日
本
の
良
さ
を
再
発
見
す
る

こ
と
も
重
要
視
し
、
国
際
人
と
し
て
の
資

質
や
能
力
を
培
う
こ
と
に
よ
り
、
八
潮
市

の
子
ど
も
た
ち
が
、
近
い
将
来
、
国
際
社

会
の
中
心
と
な
っ
て
活
躍
し
て
く
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

■問
 

指
導
課
�
◯内
 

３
５
８

リ
ー
ス
契
約
っ
て
解
約
で
き
な
い
の
？　

―
電
話
機
リ
ー
ス
の
ト
ラ
ブ
ル
―

市民一人当たりに換算する
と約９,１２７円（平成１６年１０月
１日現在の人口７６,２３４人を基
準に算出）になります。
　今後とも､事業に対する市
民の皆さんのご理解、ご協
力をお願いします。

■問 都市デザイン課�◯内 ２７４

ＱＡ

垳三郷線 ※資料提供：ＮＴＴ東日本

忘れてイナイ（１７１）？ 災害伝言

などと覚えてください

１７１


